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五
五
〇
人
の
新
総
代
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
二
十
二
年
五
月
一
日
就
任
（
任
期
三
年
）

〈
武
生
地
区
〉

（
北
府
）藤

原
　

詮
高

稲
葉
　

清
志

（
平
出
）青

木
　

利
夫

内
藤
　

義
勝

谷
川
　

義
博

（
上
市
）納

村
　

信
之

（
姫
川
）牧

野
　

義
一

〈
神
山
第
一
地
区
〉

（
三
ッ
口
町･

千
福
町
）

杉
原
　
　

寿

河
野
　

定
二

増
田
市
左
ェ
門

加
藤
　
　

甫

（
妙
法
寺
町
）

三
田
村
能
久

三
田
村
茂
夫

（
高
瀬
町
）

石
田
　
　

智

（
常
久
町
）

小
泉
　

孝
道

（
行
松
町
）

勝
見
　

一
彦

越
井
　

秀
夫

（
松
森
町
）

山
本
　

俊
栄

清
水
　

清
隆

（
沢
町
）

佐
木
崎
弥
右
ェ
門

（
岡
本
町
）

田
中
　

信
二

三
好
　

義
見

〈
神
山
地
区
〉

（
上
広
瀬
町
）

辻
岡
　
　

章

田
中
　

義
信

西
野
　

正
幸

安
井
　

清
美

西
出
　

和
男

中
村
　

孝
義

仲
野
　
　

隆

（
下
広
瀬
町
）

二
本
松
雅
徳

福
岡
　

英
夫

宮
川
　
　

斉

直
井
　

深
士

宮
根
　

英
喜

棚
田
　

一
雄

小
林
　

由
明

辻
崎
　

義
昭

（
池
の
上
町
）

谷
口
　

良
吉

江
川
　

武
志

道
場
　

敏
和

山
口
　
　

孝

野
村
嘉
左
エ
門

前
田
　

耕
一

内
山
　

利
信

〈
吉
野
地
区
〉

（
本
保
町
）

河
野
　

 

学

堀
　
　

俊
幸

冨
田
　

健
治

（
片
屋
町
）

直
井
　

伍
平

三
好
　

定
夫

吉
田
　

和
典

安
久
　
　

進

上
野
　

敏
一

永
田
　
　

工

永
田
　

政
信

宮
川
　

正
信

（
氷
坂
町
）

藤
田
　

公
美

永
宮
　

利
秋

（
余
田
町
）

増
田  

茂
樹

増
田  

範
夫

増
田
ア
キ
ノ

近
藤
　

吉
男

近
藤
　

忠
男

福
塚
　

光
徳

福
塚
與
三
右
ェ
門

（
家
久
町
）

橘　

勉

白
崎
　

孝
一

横
山
嘉
右
エ
門

笹
川
　

和
広

竹
内
　

久
二

水
野
　

浩
一

山
本
　

清
弘

山
西
　

健
一

梅
田
　

一
雄

水
野
　

孝
一

（
芝
原
町
）

仲
村
　
　

栄

高
田
　
　

悟

〈
国
高
地
区
〉

（
村
国
一･

二
）

土
本
　

宣
雄

辻
本
　

介
一

蔭
山
　

寛
之

矢
敷
　

喜
一

（
村
国
三
）

畠
中
　
　

孝

立
石
　

豊
一

堀
井
　

栄
一

（
八
幡
町
）

上
嶋
　

俊
義

北
畑
　

丈
助

（
押
田
町
）

小
竹
　
　

昇

（
横
市
町
）

村
田
　

和
夫

山
田
彦
右
エ
門

成
實
　

孝
雄

平
野
　

信
雄

市
村
　

吉
行

（
庄
町
）木

下
　

雅
幸

谷
口
　
　

悟

（
塚
町
）井

上
　

幹
夫

小
形
　

弘
道

上
嶋
　
　

智

小
形
　

明
伸

片
岡
利
一
郎

（
国
高
三
）

牧
野
　

隆
一

（
馬
上
免
町
）

北
畑
喜
代
和

（
稲
寄
町
）

吉
田
　
　

稔

吉
田
　

裕
治

吉
田
　

雅
和

（
瓜
生
町
）

館
　

幸
士
郎

兵　
　

勝

堀
川
　

覚
年

三
田
村
善
衛

舘
　
　

昭
夫

吉
田
　
　

正

吉
田
　

輝
雄

（
高
木
町
）

幸
道
　

寛
明

上
木
　

康
広

塚
崎
　

卓
美

塚
崎
　

嘉
治

上
木
　
　

実

塚
崎
　

清
計

萩
原
隆
太
郎

宇
野
　

敬
一

上
木
　

隆
扶

〈
大
虫
地
区
〉

（
大
虫
町
）

小
泉
　

和
夫

横
井
　

秀
治

高
橋
　

一
男

土
谷
　

義
晴

佐
々
木
　

強

大
橋
　
　

寛

佐
々
木
利
行

谷
口
　

弥
生

佐
々
木
重
信

（
大
虫
本
町
）

大
辻
　

敏
夫

田
中
　
　

忠

中
嶋
　

俊
之

高
木
　

健
治

高
木
　

靖
生

（
上
四
目
町
）

三
好
　

健
三

伊
藤
　

篤
司

（
下
四
目
町
）

田
辺
　
　

薫

関
根
　
　

昭

（
高
森
町
）

石
山
　

勇
夫

飯
村
　

政
明

（
丹
生
郷
町
）

菱
川
　
　

守

上
嶋
　

道
雄

（
三
ツ
俣
町
）

奥
山 

忠
彦

奥
山 

賢
三

（
横
根
町
）

山
崎
日
出
男

（
北
山
町
）

嵐
　

多
喜
美

長
谷
川
孝
男

小
原
　

輝
樹

熊
谷
　

堅
一

（
上
太
田
町
）

大
久
保
貞
夫

北
川
　

喜
昭

久
野
　

義
捷

（
下
太
田
町
）

西　

巧

（
新
保
町
）

川
端
　

保
郎

前
澤
　

敏
行

前
澤
　

正
道

（
小
松
町･

新
町
）

前
澤
　
　

忍

前
田
　

孝
男

〈
坂
口
地
区
〉

（
中
津
原
町
）

谷
口
　

諒
一

野
村
　

孝
雄

浅
井
　

東
治

（
下
中
津
原
町
）

脇
坂
　

真
治

藤
木
　

保
男

谷
口
　

正
彦

（
下
別
所
町
）

中
西
　

善
信

（
湯
谷
町
）

山
本
　

幸
男

田
中
　

和
夫

（
勾
当
原
町
）

川
端
　

才
吉

川
端
　
　

渉

高
木
　

幸
廣

（
中
山
町
）

宮
川
　
　

信

森
下
　
　

学

〈
王
子
保
地
区
〉

（
四
郎
丸
町
）

石
田
　

秀
仁

大
橋
　

守
二

中
村
　

賢
二

久
野
　

公
機

山
本
　

高
二

（
塚
原
町
）

長
谷
川
敏
光

宮
下
　

武
美

（
白
崎
町
）

大
友
　
　

享

大
友
　

勇
治

川
口
　

明
範

小
泉
　

治
和

藤
井
　

俊
弘

松
田
　

昇
三

（
春
日
野
町
）

榎
　
　

嘉
明

田
中
　

弥
稔

吉
田
　

節
夫

（
今
宿
町
）

落
井
　

治
朗

北
鉗
　

清
信

鈴
木
　

隆
男

藤
木
　
　

満

（
国
兼
町
）

嶋
﨑
　

怜
爾

出
口
　

清
隆

出
口
　

秀
夫

野
口
　

雅
夫

山
口
　

重
和

（
大
塩
町
）

大
友
　

福
一

笠
島
登
喜
夫

坂
井
與
士
三

水
上
　

良
雄

山
本
　
　

晃

（
上
小
松
町
）

水
上
　

洋
一

（
森
久
町
）

谷
口
喜
代
士

藤
木
　

正
治

（
瓜
生
野
町
）

水
上
千
代
治

（
中
平
吹
町
）

小
嶋
　

雅
量

佐
治
　

卯
門

林
　
　

正
博

三
田
村
茂
弘

三
田
村
憲
男

三
田
村
保
雄

（
下
平
吹
町
）

神
門
　
　

敏

三
田
村
千
代
治

〈
北
新
庄
地
区
〉

（
北
町
）石

本
　

伊
平

宗
近
　

一
磨

上
島
　
　

昇

加
藤
　

健
二

小
柳
　
　

茂

辻
川
　

幸
男

谷
山
　

惣
七

宗
近
　

惣
助

加
藤
　

芳
一

加
藤
　

正
幸

佐
々
木
清
六

（
杉
崎
町
）

河
崎
　

一
意

関
本
新
右
エ
門

坂
口
　

久
雄

（
真
柄
町
）

米
谷
　

幹
夫

牧
田
　
　

進

牧
田
　

峰
雄

栗
田
友
次
郎

（
戸
谷
町
）

林
　
　

義
昭

林
　
　

隆
章

福
岡
　

英
治

福
岡
　

一
弘

竹
間
　

忠
充

（
長
尾
町
）

玉
村
　

正
晴

岡
田
　

朋
宏

（
中
新
庄
町
）

市
川
　

一
美

前
田
　

正
信

福
嶋
　

由
之

宇
熊
　

良
則

中
條
　

正
一

中
條
　

健
一

中
條
　

孝
男

夏
梅
　
　

強

（
三
ツ
屋
町
）

納
村
　

清
和

納
村
　
　

大

納
村
　

泰
司

〈
北
日
野
地
区
〉

（
矢
放
町
）

梅
野
　

一
麿

川
端
茂
右
ェ
門

田
野
鉄
三
郎

（
帆
山
町
）

谷
口
　

勘
一

萩
原
佐
太
郎

（
矢
船
町
）

川
﨑
　
　

正

野
村
　

宗
雄

（
向
新
保
町
）

増
永
　

治
男

増
永
　

曽
平

（
畑
町
）西

山
　

恒
雄

山
口
　

達
雄

（
小
野
谷
町
）

杉
本
與
志
一
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松
村
　

光
男

杉
本
　

寛
重

杉
本
　

正
行

（
西
谷
町
）

飯
塚
　

正
信

（
荒
谷
町
）

松
原
　

善
治

（
平
林
町
）

大
塚
　

幸
雄

大
塚
　

善
治

大
塚
　

孝
一

大
塚
　

敏
郎

（
庄
田
町
）

大
塚
清
太
郎

河
端
　

清
治

福
岡
　

博
喜

（
大
手
町
）

飯
塚
　
　

正

（
西
尾
町
）

西
川
　

敏
幸

山
本
　

重
克

北
野
　

辰
彦

河
端
　

幸
三

山
形
　

秀
幸

河
端
　

英
憲

髙
島
　

建
己

（
岩
内
町
）

岸
本
　

征
男

岸
本
六
兵
衛

玉
村
　

隆
雄

牧
田
　

富
二

（
大
屋
町
）

美
濃
　

孫
一

武
内
　

忠
男

坂
野
吉
左
エ
門

松
村
　

嶺
一

平
井
　

俊
清

（
葛
岡
町
）

長
谷
川
浩
之

〈
味
真
野
地
区
〉

（
入
谷
町
）

鈴
木
　

勲
夫

岸
梅
與
志
弘

坂
井
　

俊
也

（
中
居
町
）

宮
本
　

重
治

紙
屋
　

憲
和

谷
崎
　

義
弘

飯
田
　

広
幸

（
蓑
脇
町
）

畠
山
　
　

剛

萩
原
　

惣
一

畠
山
重
左
久

畠
山
　

忠
良

（
檜
尾
谷
町
）

三
田
村
忠
邦

畑
　
　

員
則

（
余
川
町
）

渋
谷
　
　

廣

三
田
村
範
幸

三
田
村
輝
士

（
池
泉
町
）

渋
谷
喜
久
雄

橋
詰
　

實
雄

（
上
文
室
町
）

石
塚
　

尚
徳

石
橋
　

孝
夫

（
下
文
室
町
）

高
橋
　

隆
一

山
本
與
志
夫

竹
山
　

哲
雄

（
萱
谷
町
）

池
田
千
代
治

土
井
　

俊
博

（
上
大
坪
町･

味
真
野
町
）

竹
内
　

弘
一

増
田
　

義
治

（
小
山
町
）

三
田
村
俊
一

二
口
　

久
忠

山
岸
　
　

治

（
吉
村
町
）

伊
吹
　

博
道

（
五
分
市
町
）

山
口
與
重
郎

加
藤
弥
右
エ
門

松
村
　

初
美

斉
藤
　

宣
昶

（
清
水
頭
町
）

川
井
儀
一
郎

（
上
真
柄
町
）

玉
村
　

正
夫

（
徳
間
町
）

玉
村
　

高
也

玉
村
喜
代
治

（
口
宮
谷
町
）

加
藤
　

悦
夫

市
川
　

三
郎

（
奥
宮
谷
町
）

玉
村
　

和
夫

玉
村
　

正
夫

三
笠
　

三
男

〈
白
山
地
区
〉

（
都
辺
町･

上
杉
本
町
）

恒
本
　

明
勇

東
野
　

行
雄

（
二
階
堂
町
）

宮
崎
　

博
史

（
千
合
谷
町
）

黒
田
　

利
一

堂
下
　

正
道

（
菖
蒲
谷
町
）

田
辺
　

勝
繁

（
堀
町
）黒

田
　

誠
毅

（
土
山
町
）

東
　
　

一
夫

西
谷
　
　

啓

（
安
戸
町･

菅
町
）

宇
都
宮
末
己

（
米
口
町
）

小
原
　

正
雄

小
原
　

篤
治

（
丸
岡
町
）

山
腰
　
　

進

前
野
　

光
正

大
西
　

浩
之

山
岸
　
　

健

（
沓
掛･

日
の
向
町
）

前
　
　

一
志

（
勝
蓮
花･

源
相
野
町
）

林
　
　

義
和

（
小
野
町
）

大
辻
　

静
治

寺
尾
　

福
造

（
上
黒
川
町
）

稲
葉
　
　

洋

野
中
　

義
信

棗
　
　

哲
男

（
下
黒
川
町
）

生
田
　

正
一

生
田
　

健
一

（
安
養
寺
町
）

上
野
　
　

博

嶋
田
　

秀
雄

小
山
　

雅
人

山
内
　

武
夫

横
山
　

一
衛

上
野
　

東
一

嶋
田
　

欣
吾

西
田
　

正
滋

酒
井
　

正
信

竹
下
　

眞
一

（
鴉
ヶ
平
町･

曽
原
町･

粟
野
町

）

中
井
　

幸
男

堀
江
　

照
夫

中
井
　

秀
男

（
小
杉
町
）

上
田
秀
一
郎

小
林
　

伸
一

（
牧
町
）清

水
　

慶
治

（
若
須
町
）

瀧
見
　

有
蔵

（
中
野
町･

萩
原
町
）

山
下
　
　

衛

嶋
田
　

哲
男

〈
南
条
地
区
〉

（
東
大
道
）

井
上
　
　

博

江
尻
　

文
夫

南
部
　

敏
雄

中
村
　

弘
孝

加
藤
　
　

智

（
西
大
道
）

加
藤
　

伊
平

川
﨑
　

藤
次

平
野
　

忠
男

橋
本
　

義
明

（
東
谷
）田

中
　

敏
裕

田
中
喜
代
志

田
中
　

昌
幸

（
清
水
）清

水
　

正
美

小
泉
　

文
男

高
木
　

範
夫

（
脇
本
）越

井
　

典
夫

今
村
　

重
雄

高
橋
　

清
和

高
木
　

茂
喜

（
島
・
日
野
）

土
嶋
　

博
道

坂
川
　

利
夫

（
上
平
吹
）

西
川
　

文
昭

大
久
保
秀
之

近
藤
　

徹
治

（
鋳
物
師
）

山
本
　
　

優

田
中
　

和
人

小
林
　

貞
雄

田
中
　

敏
英

山
本
　

克
彦

中
村
　

沢
一

（
下
牧
谷
）

関
　
　

秀
夫

宮
地
　

勝
春

宮
地
　

清
作

宇
野
　

秋
夫

（
上
牧
谷
）

桂
川
　

信
一

関
　
　

善
明

川
﨑
　
　

晃

（
上
野
）井

上
　

寿
彦

細
井
　

行
男

谷
﨑
甚
右
エ
門

笛
吹
義
勇
治

内
田
　

健
治

桂
木
　

義
照

野
村
　

七
衛

笛
吹
　

好
治

森
　
　

隆
信

（
堂
宮
）高

木
　

久
也

和
田
　

昌
広

（
金
粕
）山

本
　

弘
和

岩
﨑
　

幹
夫

（
中
小
屋
）

澤
崎
　

良
博

山
本
　

俊
憲

植
村
　

功
吉

兵
江
　

啄
雄

（
阿
久
和
）

和
田
　

満
治

嶋
﨑
　

清
治

赤
澤
善
太
郎

赤
澤
　
　

照

（
鯖
波
）掃

部
　

祐
助

小
川
　

幸
男

谷
崎
　

嘉
勝

笛
吹
　
　

巧

（
奥
野
々
）

青
木
　

善
行

藤
井
　

正
美

藤
木
　

光
二

（
上
別
所
）

桂
川
　
　

亨

井
上
　

利
治

（
関
ヶ
鼻
）

井
上
　
　

実

〈
今
庄
地
区
〉

（
北
府
）勝

見
　

哲
直

勝
見
　
　

太

（
山
王
）落

井
　

義
勝

松
浦
　
　

功

（
日
吉
）下

川
　
　

忠

落
井
　

孝
昌

（
天
王
）川

上
　
　

貢

山
口
　

重
滋

（
稲
荷
）赤

星
富
士
夫

（
八
幡
）三

田
村
　

宏

山
口
多
津
男

（
旭
）

小
林
　
　

悠            

川
上
　

寿
幸

城
野
　

一
嘉

（
八
乙
女
）

藤
井
　

和
男

登
坂
　

時
雄

宮
井
　

三
郎

（
燧
）

辻
本
　

保
治

山
際
　

脩
二

（
社
谷
）関

根
　
　

忠

朝
倉
　

忠
男

（
久
喜
）上

山
　

信
子

喜
村
　

一
郎

（
長
沢
）神

谷
　

宏
之

（
馬
上
免
）

石
山
　

清
孝

高
木
　

孝
治

（
古
木
）橋本

真
左
エ
門

坂
本
　

三
郎

権
八
　
　

實

藤
原
　

一
男

大
山
　

浩
一

（
上
温
谷
）

伊
藤
　
　

肇

（
小
倉
谷
）

永
野
　

正
義

西
嶋
　

久
夫

小
林
　

泰
子

細
川
　

強
治

（
瀬
戸
）安

藤
　

五
雄

伊
藤
　

幹
男

紙
谷
　

孝
彦

（
杉
谷
）橋

本
　

清
六

辻
　
　

忠
信

北
村
　
　

洋

（
杣
木
俣
）

青
木
　

昌
則

（
今
庄
）赤

田
　

正
實

中
山
　

敏
幸

野
村
　

義
一

野
村
　

浩
治

（
南
今
庄
）

朝
香
　

義
樹

井
上
　

重
治

（
下
新
道
）

山
内
　

豊
和

木
下
　

光
男

（
上
新
道
）

池
端
　

正
員

田
中
　

利
治

山
本
　

勝
士

（
大
桐
）前

川
　

永
光

艸
分
仁
右
エ
門

（
二
ッ
屋
）

吉
田
　

英
範

（
合
波
）上

山
　

裕
海

京
藤
　

寛
孝

田
中
　

繁
樹

（
大
門
）土

田
　

喜
計

竹
内
　

隆
幸

（
孫
谷
）赤

澤
　
　

昇

中
澤
　

則
明

（
荒
井･

八
飯
）

小
林
　

雄
二

野
崎
　

和
彦

藤
井
　

早
雄

赤
澤
　

健
一

（
宇
津
尾
）

岩
崎
　
　

信

篠
田
　
　

修

奥
田
東
茂
二

野
崎
　

文
男

西
山
　

仁
徳

（
橋
立
）高

嶋
　

政
和

堂
国
　

正
信

（
広
野
）野

村
　

正
和

野
村
　

直
美

　
　
　
　
　

〈
河
野
地
区
〉

（
大
谷
・
大
良
）

中
野
　

光
雄

川
島 　

保

（
河
内
）麻

河
　

 

正

麻
河
　

俊
雄

（
具
谷
）西

山
　

郁
夫

久
保
　

俊
作

（
赤
萩
）中

村
久
弥
以

橋
本
　

賢
作

村
岡
　

敬
一

（
河
野
）千

馬
　

仁
視

前
　

 

幹
雄

山
　

 

和
之

（
今
泉
）垂

石
　

政
勝

坂
口
　

俊
則

（
甲
楽
城
）

生
駒
　

一
義

川
口
　

勇
一

小
鉢
　

敏
美

北
野
　

雄
二

清
水
　

美
征

藤
井
彦
四
郎

（
糠･

八
田･

杉
山
）

青
木
　

行
雄

大
下 　

彰

川
瀨 　

厳

黒
野
　

正
治

向
瀬
　

義
則

向
瀬
　

利
昭

（
敬
称
略
）
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四
季
の
花
づ
く
り

ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
　

お
米
の
あ
れ
こ
れ

組合員10,431人（正5,489人･准4,942人）･組合員戸数9,874戸

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

※都合により変更が生じる場合があります。

6日

13日

・

・

・

・

6月

○貯　　　金
○貸　出　金
○共済保有高

○出　資　金
○購買品供給高
○販売品販売高

98,027
32,912
613,277

2,885
1,262
964

中 村 病 院

林 病 院

月 岡 医 院

斉 藤 医 院

20日

27日

笠 原 病 院

今立中央病院

小 泉 医 院

こうの内科耳鼻咽喉科

お
米
の
保
存
法

夏
の
夜
を
演
出
す
る
ヨ
ル
ガ
オ

7
KAGAYAKI

早
川
　

京
子

五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
●
金
子
真
人

梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て
、お
米
の

保
存
場
所
に
悩
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。白
米
・
玄
米
共
に

高
温
や
湿
度
は
苦
手
で
、保
存
場
所
の

温
度
は
15
度
あ
た
り
が
ベ
ス
ト
で
す
。

そ
れ
以
上
に
な
る
と
脂
肪
酸
が
増

え
、味
も
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、気
温

が
２０
度
を
超
え
る
日
が
続
い
た
ら
保

存
場
所
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
存
場
所
と
し
て
適
し
て
い
る
の

が
、高
温
・
多
湿
・
直
射
日
光
を
避
け

た
所
で
す
。流
し
の
下
は
温
度
が
上

り
、湿
度
も
高
い
の
で
お
す
す
め
で
き

ま
せ
ん
。軒
下
や
使
用
し
て
い
な
い
涼

し
い
部
屋
な
ど
に
置
い
て
も
い
い
の
で

す
が
、そ
の
よ
う
な
場
所
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
は
、冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
保

存
し
ま
し
ょ
う
。

※
五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
・
金
子
真
人
さ
ん

日
米
連
が
認
定
す
る「
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
」の

中
で
も
全
国
で
約
3
0
0
人
し
か
い
な
い
最
高

峰「
五
ツ
星
」の
資
格
を
取
得
。埼
玉
県
川
越
市
で

㈱
金
子
商
店
を
経
営
。国
内
外
で
の
講
演
な
ど
を

通
じ
、お
米
の
お
い
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
る
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、ア
ネ
モ
ネ
、ヒ
ヤ
シ

ン
ス
な
ど
秋
植
え
春
咲
き
の
球
根
類

は
、梅
雨
前
に
掘
り
上
げ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。ス
イ
セ
ン
は
毎
年
で
な
く
て

い
い
の
で
す
が
、３
年
に
１
回
は
掘
り

上
げ
ま
す
。ど
の
球
根
類
も
花
が
終
わ

っ
た
後
も
光
合
成
を
し
、そ
の
栄
養
で

球
根
が
肥
大
し
ま
す
の
で
、葉
が
枯
れ

な
い
限
り
、梅
雨
入
り
近
く
ま
で
活
動

さ
せ
て
や
り
ま
す
。

ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
、ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
な
ど
は
、花
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ

に
株
分
け
し
ま
す
。葉
は
半
分
く
ら
い

に
切
り
詰
め
て
か
ら
、１
芽
ず
つ
に
分

け
ま
す
。根
づ
く
ま
で
、水
は
控
え
め

に
し
ま
す
。多
く
の
草
花
は
花
の
咲
く

前
後
の
植
え
替
え
は
よ
く
な
い
の
で

す
が
、ア
ヤ
メ
の
仲
間
は
花
の
咲
い
た

直
後
に
、新
し
い
根
が
伸
び
る
の
で
、

こ
の
時
期
が
株
分
け
適
期
に
な
り
ま

す
。サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な

ど
、暑
さ
に
強
い
種
は
今
月
は
も
ち
ろ

ん
、来
月
初
め
ま
で
ま
け
ま
す
。

そ
ん
な
中
、ほ
の
か
な
香
り
を
漂
わ

せ
、大
き
な
白
い
花
び
ら
が
夕
風
、夜

風
に
ゆ
ら
り
と
な
び
き
、あ
で
や
か
な

姿
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ヨ
ル
ガ
オ

を
ま
い
て
み
ま
せ
ん
か
。夕
方
か
ら
花

開
い
て
、夜
中
に
咲
き
続
け
朝
方
に
し

ぼ
み
ま
す
。育
て
方
は
ア
サ
ガ
オ
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
す
。ア
サ
ガ
オ
の
よ
う

に
、支
柱
や
垣
根
に
は
わ
せ
て
も
よ
い

し
、あ
ん
ど
ん
仕
立
て
で
も
い
い
で
し

ょ
う
。葉
が
大
き
い
の
で
、窓
下
な
ど

育
て
る
場
所
に
よ
っ
て
は
、日
よ
け
に

も
な
り
ま
す
。種
は
ア
サ
ガ
オ
よ
り

は
る
か
に
大
き
く
、堅
い
の
で
種
の
表

面
の
一
部
を
や
す
り
な
ど
で
傷
つ
け

て
ま
き
ま
し
ょ
う
。ヨ
ル
ガ
オ
は
ア
サ

ガ
オ
と
同
じ
ヒ
ル
ガ
オ
科
で
す
。「
ユ

ウ
ガ
オ
」の
名
で
売
っ
て
い
る
種
も
あ

り
ま
す
が
、か
ん
ぴ
ょ
う
の
原
料
に
す

る
冬
瓜（
と
う
が
ん
）を
な
ら
せ
る
本

来
の
ユ
ウ
ガ
オ（
ウ
リ
科
）で
は
な
い

こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

密封機能のある袋などに
お米を小分けにして、冷
蔵庫の野菜室で保存し、
袋ごとに使い切るのがお
すすめです

地域によって気温や湿
度も変わってきます。お
住まいの地域のお米店
などに適切な保存方法
を相談してみましょう

１ヵ月で食べ切れる
よう、小まめに買う
のも手です
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理
事
会
報
告

開
会
…
13
時
30
分
・
閉
会
…
17
時
40
分

出
席
理
事
…
二
十
一
名

出
席
監
事
…
四
名

第3回

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日

【
報
告
事
項
】

①
三
月･

四
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い
て

②
第
一
回
開
発
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

・
加
藤
開
発
委
員
会
委
員
長
よ
り
四
月

七
日
開
催
の
第
一
回
開
発
委
員
会
に

つ
い
て
、
以
下
の
通
り
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

１
．
開
発
委
員
会
委
員
長
の
選
任
に
つ

い
て

２
．
旧
ヤ
マ
ダ
電
機
跡
地
の
賃
貸
に
つ
い

て

③
役
員
退
任
慰
労
金
預
り
金
の
支
払
に

つ
い
て

④
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
月

次
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て

⑥
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑦
大
麦
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

・
大
麦
の
生
育
状
況
と
赤
カ
ビ
病
の
防

除
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】

①
平
成
二
十
一
年
度
末
中
央
会
決
算
監

査
報
告
に
対
す
る
回
答
書
（
案
）
に

つ
い
て

・
平
成
二
十
二
年
一
月
に
実
施
さ
れ

た
、
中
央
会
期
末
監
査
報
告
に
対
す

る
回
答
書
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
平
成
二
十
一
年
度
末
決
算
定
期
監
事

監
査
報
告
に
対
す
る
回
答
書
（
案
）

に
つ
い
て

・
平
成
二
十
二
年
一
月
及
び
二
月
に

本
・
支
店
で
実
施
さ
れ
た
、
定
期
監

事
監
査
報
告
に
対
す
る
回
答
書

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

③
三
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
並
び
に

仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

・
三
月
末
残
高
試
算
表
及
び
三
月
末
仮

決
算
結
果
に
つ
い
て
事
業
毎
に
説
明

が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

④
平
成
二
十
一
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
に
つ
い
て

⑤
役
員
の
経
営
保
証
供
託
金
の
返
還
に

つ
い
て

⑥
役
員
退
任
慰
労
金
の
支
払
に
つ
い
て

⑦
給
与
規
程
職
務
手
当
別
表
の
変
更
に

つ
い
て

⑧
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
明
日
の
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手

条
件
整
備
事
業
に
関
る
固
定
資
産
取

得
と
業
務
車
輌
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
出
資
口
数
の
減
口
承
認
に
つ
い
て

⑩
登
録
金
融
機
関
業
務
に
か
か
る
組
織

規
程
の
変
更
届
出
に
つ
い
て

⑪
融
資
承
認
に
つ
い
て

⑫
平
成
二
十
年
産
加
工
用
米
共
同
計
算

の
精
算
に
つ
い
て

⑬
福
井
県
産
大
麦
消
費
拡
大
運
動
の
実

施
に
つ
い
て

・
福
井
県
産
大
麦
使
用
「
麦
と
ろ
麺
」

「
白
麦
習
慣
」
等
の
加
工
食
品
普
及

と
消
費
拡
大
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

①
㈱
コ
ー
プ
武
生
主
要
業
務
報
告
に
つ

い
て

②
福
井
県
ジ
ェ
イ
エ
イ
酒
販
㈱
主
要
業

務
報
告
に
つ
い
て

③
人
事
異
動
に
つ
い
て

④
兼
職
承
認
に
つ
い
て

⑤
五
月
行
事
予
定
表
に
つ
い
て

6

定
予
事
行
の
月

定
予
事
行
の
月

279101316171819252627282930
水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火

81420 45621 1524 323

企
画
会
議

今
庄
支
店
年
金
感
謝
大
会

広
報
委
員
会

コ
ー
プ
武
生
取
締
役
会

第
5
回
理
事
会

使
用
済
農
業
用
生
産
資
材
回
収

ふ
れ
あ
い
健
康
教
室

（
南
部
・
神
山
第
一
・
西
部
･
坂
口
･
河
野
）

全
員
外
務
日

年
金
無
料
相
談
会
（
中
央
・
味
真
野
支
店
）

部
課
長
連
絡
会

112 11

「
農
・
食
・
遊
」ふ
れ
あ
い
祭

22
6

理　事　会
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JA各支店・支所まで
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河野第 14 回河野河野

自動車税の納期限は５月31日（月）です。

＊＊＊　福井県からのお知らせ　＊＊＊

【と　き】 6月12日 ～13日
【ところ】  河野シーサイドパーク駐車場

催 し 物

申込開始…6月1日（火）

楽しいイベント
　　　　もりだくさん！

９時～16時

詳しくは、福井県税事務所または嶺南振興局税務部へ
お問い合わせください。

楽しいイベント
　　　　もりだくさん！
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みどり館情報

8 3

お米のフリーアクセス： 国
道
8
号
線

えちぜん翆光苑

東部支店

エスカモール武生楽市さん

★ ＪＡみどり館は、農産物販売・玄米、精米販売・農業生産資材販売のお店です ★

軽トラックフェア軽トラックフェア
農作業のスペシャリストで毎日をもっと快適に
★ご契約の方にガソリン満タンで納車いたします★

農機小物類の展示会も開催!
!

農機小物類の展示会も開催!
!

2010. 5. NO. 1772010. 5. NO. 177



14
KAGAYAKI

●ストレッチ体操
　いつまでも「元気」で「生き活き」と生活するため
には、立つ、座る、歩く、横になる、起き上がる、といっ
た体を動かせる能力が保たれていなければなりま
せん。人間の体（筋肉）は、使う（動かす）ことによっ
て維持・改善されることが様々な研究からわかって
おり、日常生活のなかで運動を習慣づけていくこと
が大切です。
　今回は、上半身のストレッチをご紹介しますので、
テレビを観ながら、お風呂上がりに、できれば毎日行
うようにしましょう。
【ストレッチの効果は？】
心と体のリラックス
柔軟性を高める（ケガを予防する）
血液の循環を高める（筋肉痛、肩こり解消）
【ストレッチの注意点】
息（呼吸）を止めない！
無理をしない！（痛い時はしない）
反動をつけない！（ゆっくりと）
伸ばしている部位を意識する！
10秒～15秒、時間をかけてリラックス！

健康長寿のマメ知識

★ 腕伸ばしストレッチ
　背すじを伸ばして、両手を胸の前で組みます。
（余裕のある人は手を反してください）
　両腕をそのまま前に押し出します。
　10秒～15秒経ったらゆっくり腕を下ろします。

★ 腕の押し上げストレッチ
　次は、同様に手を組んで腕をゆっくり上に上げ
ます。10秒～15秒経ったらゆっくり腕を下ろしま
す。

★ 肩のストレッチ
　右手を左肩に乗せます。
　左手で右肘を支えるようにして胸に引付けま
す。10秒～15秒経ったらゆっくり腕を下ろします。
　手を変えて左肩も同じように行います。

★ 胸と肩甲骨のストレッチ
　手を後ろで組み、胸を張ります。
　肘を曲げないようにして、腕を上にあげます。
（無理をしない程度に）
　10秒～15秒経ったらゆっくり緩めます。

※以上のストレッチは床に座っても行えます。
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■作り方（調理時間 10分）

①まず、ニンニクみそを作ります。ニンニク、ネギはみじん切りにしま

す。

②鍋にごま油を入れ、①を弱火で2分ほど、焦げないようにいためま

す。Aを加え、さらに約1分練り混ぜて、火を止めます。

③こんにゃくは熱湯でさっとゆでて、あくを抜きます。竹ぐしでだんご

状に刺し、②のニンニクみそを好みの量載せます。

ニンニクみその田楽

大
　

虫
 

小
木
　

さ
よ
子

今
月
の
特
選
句

●1人分122kcal

■材料（2人分）

15
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ニンニク……………………………………………2片（20g）
ネギ…………………………………………………………5cm
ごま油………………………………………………大さじ1/2
A
　みそ………………………………………30g（約大さじ2）
　砂糖…………………………………………………大さじ2
　みりん………………………………………………大さじ1
玉こんにゃく………………………………………………12個
竹ぐし………………………………………………………4本
※4人分の場合、すべての材料を2倍量にします。

選
評
　

年
老
い
た
夫
婦
と
か
、
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

だ
け
で
郷
里
の
家
を
守
り
継
ぐ
。
昨
今
の
家
族
の
あ
り

よ
う
を
詩
情
ゆ
た
か
に
切
り
取
っ
た
秀
句
。
花
鳥
諷
詠

だ
け
で
な
く
、
生
き
て
い
る
思
い
を
詠
む
の
も
俳
句
。

親
を
気
遣
っ
て
訪
ね
て
来
た
子
、
そ
れ
を
歓
待
す
る
親

「
春
の
ひ
と
日
」
が
久
し
ぶ
り
の
団
欒
を
彷
彿
さ
せ
ま

す
。
言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
子
の
帰
っ
た
あ
と
の
情

景
さ
え
想
わ
せ
ま
す
が
、
さ
あ
明
日
に
向
か
っ
て
頑
張

る
ぞ
の
気
力
も
垣
間
見
え
た
気
が
し
ま
す
。

連
載
第
122
回

最
近
、
古
い
も
の
が
大
好
き
な
筆
者
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
ー
バ
ー
・
ミ
ニ
な
る
赤
い
中
古
車
を
入
手
し
て
、

休
日
は
そ
れ
に
乗
っ
て
路
上
観
察
に
勤
し
ん
で
い
る
。

古
い
車
は
逆
に
デ
ザ
イ
ン
的
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

る
と
思
う
。
近
頃
は
、
ど
こ
か
人
間
チ
ッ
ク
な
所
が
皆

無
で
、
無
気
質
な
人
間
社
会
を
も
象
徴
し
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。
今
回
の
写
真
は
、
よ
ほ
ど
の
鉄
道
マ
ニ
ア
の

方
な
の
だ
ろ
う
か
。
昔
の
電
車
が
路
上
に
展
示
し
て

あ
っ
て
、
レ
ト
ロ
で
な
か
な
か
よ
ろ
し
い
。
子
供
の
頃

は
、
大
み
そ
か
に
こ
の
よ
う
な
電
車
に
乗
っ
て
、
福
井

の
だ
る
ま
屋
に
家
族
揃
っ
て
出
掛
け
る
の
が
何
よ
り
も

楽
し
み
で
あ
っ
た
。（
つ
づ
く
）

2010. 5. NO. 1772010. 5. NO. 177



答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
（
約
　

字
）

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名

郵　便　は　が　き
切手

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
ク
イ
ズ
係

企
画
管
理
課
内

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1 5 0 8 1 1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

田
　

中
　
　
　

泰（
　

南
　

）

達
　

川
　

金
　

作（
高
　

瀬
）

永
　

田
　

鈴
　

絵（
家
　

久
）

大
　

塚
　

恵
　

子（
村
　

国
）

久
　

野
　

洋
　

和（
上
太
田
）

吉
　

田
　

み
さ
子（
今
　

宿
）

橋
　

詰
　

香
代
子（
中
新
庄
）

上
　

山
　

実
　

夕（
平
　

林
）

西
　

山
　

雅
　

美（
　

畑
　

）

宗
　

近
　

眞
　

子（
余
　

川
）

長
谷
川
　

怜
　

子（
五
分
市
）

加
　

藤
　

正
　

人（
牧
　

谷
）

野
　

村
　

美
津
枝（
今
　

庄
）

伊
　

藤
　

宏
　

子（
今
　

庄
）

橋
　

川
　

愛
　

子（
赤
　

萩
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　

応
募
総
数
　

94
通

　
　
　
　
　

正
解
数
　
　

94
通

★
難
易
度
★

★
締
切
日
６
月
７
日（
月
）消
印
有
効

★
抽
選
で
15
名
様
に「
麦
と
ろ
麺
」を
差
し
上
げ
ま
す
。

★
先
月
号
の
答
え
は「
カ
シ
ワ
モ
チ
」で
し
た
。

★
応
募
い
た
だ
い
た
お
葉
書
の
中
か
ら
数
点
、一
筆
啓
上
コ
ー
ナ
ー
に

　

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。採
用
分
に
は
粗
品
を
進
呈
。

パ
ズ
ル
当
選

収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、
他の用途には使用しません。

二重枠に入った文字を、A→Dの順に
並べてできる言葉はなんでしょう？
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13 24678121314

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

も
う
す
ぐ
夏
、洋
服
ダ
ン
ス
も
夏
の
装
い
に

棚
か
ら
ブ
ド
ウ
の
よ
う
に
薄
紫
や
白
い
花
が
咲
き
誇
り
ま
す

日
が
差
す
と
足
元
か
ら
伸
び
て
き
ま
す

そ
ば
　

う
ど
ん
　

ス
パ
ゲ
テ
ィ

量
よ
り

―　
良
い
も
の
は
良
い
で
す
ね

泳
げ
な
い
人
も
こ
れ
を
着
け
て
い
る
と
安
心

梅
雨
時
の
洗
濯
に
頼
も
し
い
一
台

愛
　

―
レ
タ
ー

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

料
理
を
載
せ
て
運
び
ま
す

　
　
　
　
　
　

◇
　
　
　
　

◇
　
　
　
　

◇

1369 7 5101113141516

★
タ
テ
の
カ
ギ

昔
の
豪
族
ら
の
大
き
な
お
墓

祭
り
や
演
劇
な
ど
で
使
わ
れ
る
顔
を
隠
す
も
の
　

―
舞
踏
会

家
と
家
の
間
に
あ
る
細
い
道
　

―
裏

生
産
、産
業
活
動
の
も
と
に
な
る
も
の
　

地
下

―　
観
光

―

ウ
ナ
ギ
を
大
き
く
し
た
よ
う
な
、鋭
い
歯
を
持
つ
海
水
魚

ギ
タ
ー
は
弦

―
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
木
管

―

今
日
の
遠
足
は

―
中
止
で
す

ヘ
ア

―　
デ
ッ
キ

―　
歯

―

お
へ
そ
の
辺
り
を
指
し
ま
す

犬
も
歩
け
ば

―
に
当
た
る

ぼ
ん
や
り
と
し
た
様
子
　

―
月
夜

こ
の
看
板
は

―
塗
り
た
て
で
す
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西
大
道
　
　

沢
　

﨑
　

澄
　

子

評
）
　

こ
う
い
う
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
老
二
人
の
気
楽
さ
と
淋
し
さ
が
現
代

で
あ
る
。
孫
の
残
し
た
風
船
を
ひ
と
り
の
部
屋
で
つ
い
て
み
る
の
も
楽
し
い
か
。

　
　

上
　

野
　
　

笛
　

吹
　

定
　

子

糠
　
　
　

大
　

下
　
　
　

彰

糠
　
　
　

奥
　

村
　

清
　

子

戸
　

谷
　
　

中
　

西
　

タ
ズ
子

土
　

山
　
　

内
　

上
　

照
　

子

鯖
　

波
　
　

的
　

矢
　

晃
　

子

土
　

山
　
　

山
　

口
　

元
　

子

西
大
道
　
　

安
　

川
　

信
　

子

選
　

者
　
　

市
　

村
　

善
　

郎

西
の
空
ま
っ
赤
に
染
め
て
山
に
入
る
夕
日
に
掌
合
は
せ
農
具
を
し
ま
ふ

猪
に
塹
壕
の
ご
と
掘
ら
れ
た
る
山
林
に
杉
の
倒
木
起
こ
す

 
 

 
 

　

骨
折
と
腸
の
手
術
に
九
十
四
の
母
は
耐
え
ぬ
き
リ
ハ
ビ
リ
頑
張
る

古
希
過
ぎ
て
今
に
縁
あ
り
野
仕
事
の
思
案
重
ね
て
年
を
計
ら
う

夕
迫
る
小
杉
の
里
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
尊
き
二
羽
に
む
ら
人
ら
息
の
む

こ
う
の
と
り
越
前
白
山
に
舞
ひ
来
た
り
四
十
年
ぶ
り
に
住
民
の
湧
く

待
ち
待
ち
し
コ
ウ
ノ
ト
リ
飛
来
に
湧
き
立
つ
村
餌
食
む
ニ
ュ
ー
ス
ビ
デ
オ
に
納
む

亡
き
父
の
育
て
し
庭
の
紅
梅
を
切
花
に
し
て
墓
前
に
捧
ぐ

灯
に
う
か
ぶ
し
だ
れ
桜
の
奥
の
闇
か
き
分
け
て
神
の
現
れ
ま
す
か

17
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娘
と
孫
を
駅
に
送
り
て
二
人
ぼ
っ
ち

　
　
　
　
　

風
船
ひ
と
つ
部
屋
に
残
れ
り

瓜
　

生
　

吉
田
　

真
琴

北
小
山
　

川
井
き
よ
子

高
　

森
　

直
江
　

数
子

横
　

市
　

岡
田
　

有
旦

　

菅
　
　

柳
下
　

君
枝

振
っ
て
み
る
あ
ま
り
に
軽
き
種
子
袋

花
あ
や
め
絣
の
野
良
着
捨
て
ら
れ
ず

鈴
つ
け
し
ま
ま
恋
猫
と
な
り
に
け
り

摩
文
仁
丘
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
供
華
と
せ
り

無
縁
塚
ひ
た
す
ら
守
る
八
重
桜

今
　

庄
　

加
藤
　
　

毅

中
新
庄
　

古
川
　

時
江

高
　

木
　

上
木
シ
ズ
子

東
大
道
　

中
村
　

良
子

矢
　

船
　

小
泉
　

匤
功

神
　

明
　

本
調
　

翆
紅

脇
　

本
　

丸
岡
　

清
美

矢
　

放
　

前
田
　

絹
代

中
平
吹
　

小
島
　

洋
児

西
　

尾
　

中
西
百
合
子

高
　

森
　

田
中
と
し
子

庄
　

田
　

黒
澤
　

富
子

村
　

国
　

湊
　
　

明
子

上
平
吹
　

近
藤
　

小
鼠

押
　

田
　

三
好
　

友
子

北
小
山
　

伊
吹
　

則
子

真
　

柄
　

牧
田
　

弘
子

　

畑
　
　

西
山
　
　

勇

東
　

谷
　

山
本
　

奎
子

　

北
　
　

金
森
　

信
子

本
　

町
　

青
木
　

信
子

東
大
道
　

加
藤
　

聖
佳
　
　

選
　

者
　

小
山
　

柴
門

纏
め
来
し
妻
の
遺
稿
や
リ
ラ
の
雨

茶
摘
唄
よ
み
が
へ
ら
せ
て
村
起
こ
し

土
手
青
む
ポ
イ
捨
て
禁
止
標
示
立
て

朝
三
分
夕
方
八
分
土
手
の
花

裾
野
よ
り
山
膨
よ
か
に
笑
ひ
そ
む

揺
れ
や
ま
ぬ
し
だ
れ
桜
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

ふ
ら
こ
こ
の
一
人
が
帰
り
皆
帰
る

残
る
花
空
の
青
さ
を
揺
ら
し
を
り

月
皓
皓
吟
ず
万
朶
の
花
の
下

蕗
味
噌
の
ほ
ど
よ
き
苦
み
酒
う
ま
し

豆
植
う
る
後
を
鴉
に
侮
ら
れ

老
桜
に
耳
寄
せ
て
聴
く
息
吹
か
な

異
常
気
象
脱
い
だ
り
着
た
り
春
コ
ー
ト

運
転
の
ゆ
っ
く
り
と
な
る
花
の
道

葱
坊
主
愉
快
な
仲
間
並
び
を
り

城
跡
に
花
見
の
客
の
陣
取
っ
て

花
の
香
や
チ
ン
ド
ン
た
の
し
酔
ふ
ほ
ど
に

花
の
雲
ふ
ん
は
り
一
軒
茶
屋
覆
ふ

残
り
香
の
口
に
ほ
ん
の
り
さ
く
ら
餅

ど
の
碗
も
シ
ロ
エ
ビ
料
理
並
ぶ
膳

人
人
人
古
刹
の
さ
く
ら
今
盛
り

春
寒
し
天
神
様
の
仕
舞
は
れ
ず

日
の
丸
の
思
ひ
躓
く
み
ど
り
の
日

あ
な
ど

か
す
り

ま
　

ぶ
　

に

は
花
が
咲
き
み
だ
れ
我
家
で

も
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ム
ス
カ
リ
、

水
仙
、
す
み
れ
、
タ
イ
ツ
リ
ソ
ウ
、
な
ど

ほ
ん
と
う
に
き
れ
い
で
す
。
朱
色
の
ボ
ケ

も
咲
き
ま
し
た
。
子
供
達
が
喜
び
ま
す
。

横
　

市
　

山
　

田
　

比
登
美

春
と
植
え
た
じ
ゃ
が
い
も
が
な
か

な
か
芽
を
出
し
ま
せ
ん
。
毎
朝

畑
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、今
朝
、

十
二
個
発
芽
を
発
見
し
ま
し
た
。
や
っ

た
ー
っ
て
か
ん
じ
で
す
。

東
　

谷
　

山
　

根
　

陽
　

子

夫
イ
コ
ン
の
と
う
が
立
っ
た
あ
と
に

も
、
と
っ
て
お
き
の
お
楽
し
み

が
。
さ
や
の
み
ず
み
ず
し
く
柔
ら
か
そ
う

な
の
を
摘
ん
で
サ
ラ
ダ
や
み
そ
汁
の
具
、

炒
め
物
な
ど
に
使
っ
て
、
生
で
も
サ
ッ
と

湯
が
い
て
も
炒
め
て
も
お
い
し
い
、
鮮
や

か
な
緑
で
、
ビ
タ
ミ
ン
類
も
豊
富
そ
う
で

す
。
キ
ヌ
サ
ヤ
の
よ
う
に
煮
物
の
青
み
に

使
っ
て
も
き
れ
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
一
回

た
め
し
て
見
て
下
さ
い
。

東
大
道
　

Ｐ
・
Ｎ 

ダ
イ
コ
ン
の
花

ダ
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みなさまのご来店を心よりお待ち致しております。
平出給油所 王子保給油所 国高給油所 南条給油所 今庄給油所

6月 給油所イベントのご案内

県下一斉感謝祭
激特価!激特価!

キ ャ ン ペ ー ン
住 宅 関 連 ロ ー ン

1.65%

2.30%

2.35%

2.80%

3.50%

《詳しいお問い合せはローンセンター、JA各支店・支所まで》

6 月 の 金 利

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。　（最大1.65％）

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（0.20～0.35）

※但し、6月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間2年

〃　 3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

当初10年間（固定）

11年目以降（固定）

固
定
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン とくとくプラン（新築、借替対応）

住宅ローン あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借替対応）

「ローンセンターOPENキャンペーン」

農 業 資 金 の ご 案 内

特別
農業資金

アグリサポート
資 金

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

0.90%～2.90%
（変　動）

（固　定）

年

1.40%
1.70%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ金利）

年

1.80%1.90%
年

2.90%年

年

年

年

年

1.10%
1.15%
1.60%
1.85%

→年

→年

→年

→年

（固　定）

（但し、金利軽減はありません。）

  
マイカー 
ローン 
マイカー 
ローン 
マイカー 
ローン （8月31日まで） 

※ただし、JAご利用に応じて引下げあり。最高引下げ金利年1.50％
※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年1.0％）

車の 
購入資金に 

キャンペーン中  キャンペーン 
第2弾 年 

資　　金　　名 適用金利

資　　金　　名 適用金利

税　の
相談日

毎週火曜日
場所／ＪＡ越前たけふ本店２階
時間／午前10時～午後４時

※問い合わせ：総務部企画管理課  TEL.21-2600
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KAGAYAKI

豊穣殿
ビアパーティー♪

豊穣殿
ビアパーティー♪

夏だ!!ビールだ!!今年もやります!!

（個人オードブル・ビール飲み放題・会場費・消費税込）
★注意★

ビール以外のお飲物については別料金となりますのでご了承ください。

（個人オードブル・ビール飲み放題・会場費・消費税込）

お一人様お一人様

★注意★
ビール以外のお飲物については別料金となりますのでご了承ください。

第

回5
第

回5

3,980円3,980円
今年も小林バンドがやってきます。

ご予約・お問い合わせは…

コープたけふ旅行センター
TEL:（0778）22-3333

日時：7月9日（金）
場所：ＪＡ越前たけふ会館

PM7:00～9：00まで

※お客様が最少催行人数（50名）に満たない
場合は、開催を取りやめることがあります。

Ａコープ平出店＆南条店より
お知らせ!!

Ａコープ平出店より
お知らせ!!

大好評のショックプライス対象商品が５月
より、さらにパワーアップしてスタート!!

（販売期間：５月～10月の６ヶ月間）

人気商品は今までどおりです。

安くておいしいたこ焼・タイ焼をぜひ、
お買い求め下さい。

●もやし…９円　 ●冷食＆アイス…４割引
●食パン…88円 ●納豆…68円
●500mlペットボトル飲料（各種）…89円
　etc

ショックプライス価格は「Ａコープゆめカード会員」の
方のみ対象となっておりますので、ぜひ「Ａコープゆめ
カード会員」にご加入ください。

Ａコープ平出店でのお買物前に、ご注文いただ
きますと、レジ精算後に待たずに、お持ち帰りが
できますのでよろしくお願いいたします。

約500品目が毎日お安くなって
おります。

たこ焼＆タイ焼
売場オープン！！

たこ焼（7個入）…………300円
タイ焼（あん・クリーム）…100円
タイ焼（ジャーマンポテト）120円
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越前たけふ

2 0 1 0
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No.177

地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ

M A Y

午後3:30より午後3:30より




